
横瀬川ダム環境モニタリング委員会
規約

（名 称）
第１条 本会は、「横瀬川ダム環境モニタリング委員会」（以下「委員会」と

いう）と称する。

（目 的）
第２条 委員会は、横瀬川ダム建設事業による環境への影響検討結果に基づく

環境保全措置の具体的手法の実施、モニタリング調査等に関して事業者
へ指導・助言を行うことを目的とする。

（構 成）
第３条 委員会は、別紙－１に掲げる委員により構成し、四国地方整備局中筋

川総合開発工事事務所長が委嘱する。
２．委員の任期は原則として２年とし、再任は妨げない。

（任 務）
第４条 委員会は、次の事項に関する指導・助言を行う。

①横瀬川ダム建設事業による環境への影響検討結果に基づく環境保全措
置の具体的手法の実施に関する事項

②横瀬川ダム建設事業による環境への影響検討結果に基づくモニタリン
グ調査に関する事項

③その他、委員会の目的を達成するために必要な事項

（委員長）
第５条 委員会は、委員の互選により委員長を置くものとする。

（会 議）
第６条 委員会は、委員長の発議により開催する。

２．委員会は、委員長がこれを掌理する。
３．委員長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くこと

ができる。

（事務局）
第７条 委員会の事務局は、四国地方整備局中筋川総合開発工事事務所内に置

く。

（雑 則）
第８条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が委員会に諮って定めるものとする。

（付 則）
１．この規約は、平成２５年３月１８日より施行する。

当 初：平成２２年１月２０日
第１回改正：平成２５年３月１８日
第２回改正：平成２７年２月２７日

資料－２



別紙－１ 五十音順、敬称略

氏 名 所 属

石川 和男 学校法人松山東雲学園 松山東雲女子大学名誉教授
いしかわ かず お

石川 愼吾 高知大学教育研究部自然科学系理学部門教授
いしかわ しん ご

高知大学教育研究部総合科学系黒潮圏総合科学部門
木下 泉
きのした いずみ

（総合研究センター）教授
委 員

杉村 光俊 公益社団法人トンボと自然を考える会常務理事
すぎむら みつとし

中山 紘一 高知昆虫研究会会長
なかやま こういち

藤原 拓 高知大学教育研究部自然科学系農学部門教授
ふじわら たく


